
【
桂
　
米
丸
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

タ
レ
目
で
愛
嬌
の
あ
る
表
情

と
テ
ン
ポ
の
速
い
語
り
囗
で
落

語
会
の
大
看
板
と
し
て
テ
レ
ビ

や
高
座
で
活
躍
中
。
平
成
四
年

に
紫
綬
褒
章
、
平
成
十
年
に
は

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
賞
。

日
時
◆
一
月
三
十
一
日
（
日
）

主
催
◆
油
谷
町
文
化
事
業
協
会

場
所
◆
油
谷
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

時
間
◆
開
場
　
十
三
時
三
十
分
～

開
演
　
十
四
時
～

料
金
◆

・
大
人
　
　

前
売
り
　
二
千
円

・
高
校
生
以
下
前
売
り
　
千
円

（
当
日
は
、
と
も
に
五
百
円
増
）

問
合
せ
先
◆
油
谷
町
文
化
会
館

3
3
　‐
　
0
0
5
1

●
一

般

書

「
世
界
遺
産
の
い
ま
」

平
山
郁
夫
ほ
か

「
始
皇
帝
暗
殺
」

荒
俣
　

宏

「
夜
明
け
ま
で
一
マ
イ
ル
」村

山
　

由
佳

「
薬
屋
さ
ん
が
教
え
る
健
康
食
品

に
は
だ
ま
さ
れ
な
い
本
」

渡
辺
　
正
司

「
ど
う
い
う
子
に
育
て
た
い
で
す

か
」
　
　
　
　
　
　

円
　
よ
り
子

「
み
だ
れ
髪
2
」
　
　
俵
　
万
智

「
あ
あ
言
え
ば
こ
う
食
う
」

阿
川
佐
知
子
・
壇
ふ
み

●
児
童
書

「
忍
た
ま
乱
太
郎
ド
ク
た
ま
あ
ら

わ
る
の
段
」
　
尼
子
　

騒
兵
衛

「
ぼ
く
の
す
き
な
や
り
か
た
」

五
味
　

太
郎

「
地
球
と
い
う
す
て
き
な
星
」

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム

一
月
十
日
は
、

二

一
〇
番
の

日
」
で
す
。

一
一
〇
番
は
、
皆
さ
ん
の
安
全

で
平
穏
な
生
活
を
守
る
た
め
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。警
察
で
は
、皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

二
十
四
時
間
休
み
な
く
皆
さ
ん
か

ら
の
通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

急
ぐ
事
件
・
事
故
は
、
す
ぐ
に
一

一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
長
門
・
大
津
地
区
で
は
、

事
件
・
事
故
が
発
生
し
た
際
、
警

察
署
や
交
番
、
駐
在
所
に
通
報
さ

れ
る
方
が
非
常
に
多
い
で
す
が
、

気
が
ね
や
遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
の

で
、
一
一
〇
番
通
報
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
一
一
〇
番
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
何
か
、
い
つ
、
ど
こ
で
あ
っ
た

か
。
現
場
の
状
況
は
、
犯
人

は
、
・
・
・
な
ど
を
受
け
付
け
た

係
の
者
が
、
順
に
尋
ね
ま
す
の
で
、

知
っ
て
い
る
こ
と
を
落
ち
着
い
て

話
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
間
に
も
、

パ
ト
カ
ー
や
警
察
官
が
現
場
に
急

行
し
て
い
ま
す
。

【
携
帯
電
話
か
ら
の
一
一
〇
番
】

●
運
転
中
に
携
帯
電
話
で
一
一
〇

番
す
る
と
、
通
話
状
態
が
悪
い
と

き
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
も
、
必
ず
停
車
し
て
お

か
け
く
だ
さ
い
。

【
困
り
事
や
悩
み
事
は

「
＃
九
一
一
〇
」
番
へ
】

●
警
察
で
は
、
緊
急
を
要
し
な
い

相
談
や
困
り
事
を
受
け
付
け
る
全

国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
九
一
一
〇
」

番
を
設
け
て
い
ま
す
。
行
方
不
明

の
人
を
探
し
て
い
る
、
免
許
の
こ

と
に
つ
い
て
聞
き
た
い
な
ど
の
相

談
が
あ
る
場
合
は
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

今
年
は
卯
年
。
十
二
支
の
四
番

目
の
う
さ
ぎ
年
で
す
。
卯
は
東
の

方
角
、
ま
た
「
卯
の
刻
」
と
い
え

ば
、
午
前
六
時
ご
ろ
を
指
し
ま
す
。

う
さ
ぎ
は
、
ウ
サ
ギ
科
の
哺
乳

類
で
す
。
う
さ
ぎ
と
い
う
と
耳
が

長
く
、
目
が
赤
く
、
毛
は
白
、
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
る
動
物
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
こ
れ
は
わ
た
し

た
ち
が
よ
く
見
る
日
本
白
色
種
で

は
か
に
も
多
く
の
種
類
が
い
ま
す
。

毛
が
白
黒
（
ま
た
は
白
茶
）
で
パ

ン
ダ
ウ
サ
ギ
と
も
呼
ば
れ
る
ダ
ッ

チ
、
耳
の
下
が
っ
た
ロ
ッ
プ
イ

ヤ
ー
、
耳
の
短
い
ピ
ー
ク
上
フ
ビ
ッ

ト
な
ど
で
す
。

う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り

に
は
、
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
わ

ざ
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

「
兎
死
す
れ
ば
、
狐
こ
れ
を
悲
し

む
」
「
狐
死
し
て
兎
泣
く
」
は
、

同
類
の
死
を
悲
し
む
と
い
う
こ
と
。

「
兎
に
祭
文
」
は
「
馬
の
耳
に
念

仏
」
と
同
じ
意
味
で
、
言
っ
て
も

無
駄
な
こ
と
。
「
兎
の
登
り
坂
」

は
最
も
得
意
と
す
る
場
所
で
力
を

発
揮
す
る
こ
と
。
「
兎
兵
法
」
は

生
兵
法
の
こ
と
で
、
役
に
立
だ
な

い
こ
と
。
ど
の
こ
と
わ
ざ
も
ふ
だ

ん
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
う
さ
ぎ
と

い
う
と
や
は
り
月
の
餅
つ
き
う
さ

ぎ
で
し
ょ
う
。
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今
　
年
　
は
　
卯
　
年

事
件
事
故
　
強
い
味
方
の
　
一
一
〇
番
！

ラ
ホ
ー
ル
ゆ
や
掲
示
板

新
春
初
笑
い
寄
席

桂
　
米
丸
　
独
演
会

一
月
の
自
主
文
化
事
業

新
刊
図
書
の
案
内

まちのニュース・お知らせ
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